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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月27日(2013.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モジュラータイルを作製する方法であって、
　裏地を含むテキスタイルウェブを、前記テキスタイルウェブから形成されることになる
モジュラータイルを画定する複数のフレームに分割すること、
　前記テキスタイルウェブの前記裏地の上に、前記複数のフレームのそれぞれに様々な向
きの印又は様々な位置の印を設けること、及び
　前記テキスタイルウェブから前記モジュラータイルを形成すること、
を含み、
　前記印は、前記モジュラータイルの設置方向を示すためのものであり、それぞれのモジ
ュラータイルの前記印を同様に並べて前記モジュラータイルが設置されることにより、前
記設置されたモジュラータイルは、互いに様々な向きになることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記テキスタイルウェブを前記複数のフレームに分割することは、前記テキスタイルウ
ェブを複数のモジュラータイル幅及びモジュラータイル長さに分割することを含む請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記モジュラータイル幅及びモジュラータイル長さのそれぞれは、前記複数のフレーム
のうちの１つのフレームを画定する請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記印は、前記様々な向きの印であり、
　前記方法は、複数の向きの値を提供することを更に含み、
　前記複数の向きの値のそれぞれは、前記複数のフレームのそれぞれのフレームに印刷さ
れることになる前記印の向きに対応する請求項１乃至３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数の向きの値を提供することは、前記複数の向きの値をランダムに生成すること
を含む請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数の向きの値を提供することは、前記複数の向きの値を手動で生成することを含
む請求項４に記載の方法。
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【請求項７】
　前記複数の向きの値のそれぞれは、前記印の最初の位置に対する０度、９０度、１８０
度又は２７０度の回転に対応する請求項４乃至６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のフレームのそれぞれに前記印を設けることは、前記印を、前記複数のフレー
ムのそれぞれの前記向きの値に対応する向きで前記テキスタイルウェブ上に印刷すること
を含む請求項４乃至７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記印は、方向を指す印を含む請求項４乃至８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記印は、矢印を含む請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記印は、様々な位置の印であり、
　前記方法は、複数の位置の値を提供することを更に含み、
前記複数の位置の値のそれぞれは、前記複数のフレームのそれぞれのフレームに印刷され
ることになる前記印の位置に対応する請求項１乃至３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記複数の位置の値を提供することは、前記複数の位置の値をランダムに生成すること
を含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数の位置の値を提供することは、前記複数の位置の値を手動で生成することを含
む請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数の位置の値のそれぞれは、前記複数のフレームのそれぞれの隅部に対応する請
求項１１乃至１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記複数のフレームのそれぞれに前記印を設けることは、前記印を、前記複数のフレー
ムのそれぞれの前記位置の値に対応する位置で前記テキスタイルウェブ上に印刷すること
を含む請求項１１乃至１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　請求項１乃至１５のいずれか一項に記載の方法により作製されたモジュラータイルであ
って、
　前記モジュラータイルのそれぞれは、前記モジュラータイルの設置方向を示す印を含み
、それぞれのモジュラータイルの前記印を同様に並べて前記モジュラータイルが設置され
ることにより、前記設置されたモジュラータイルは、互いに様々な向きになることを特徴
とするモジュラータイル。
【請求項１７】
　モジュラータイルを作製する方法であって、
　縦方向を有し裏地を含むテキスタイルウェブから切り取られることになるモジュラータ
イルを含む前記テキスタイルウェブの複数の領域を画定すること、
　前記テキスタイルウェブの前記裏地に、前記複数の領域のそれぞれの領域内に、前記テ
キスタイルウェブの前記縦方向に対して様々な向きの印又は前記領域内の様々な位置の印
を付けること、及び
　前記テキスタイルウェブから、前記複数の領域により画定された前記モジュラータイル
を切り取ること、
を含み、
前記印を同様に並べて前記モジュラータイルが設置されることにより、前記設置されたモ
ジュラータイルは、互いに様々な向きになることを特徴とする方法。
【請求項１８】
　前記テキスタイルウェブの前記複数の領域を画定することは、前記テキスタイルウェブ
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を複数のモジュラータイル幅及びモジュラータイル長さに分割することを含む請求項１７
に記載の方法。
【請求項１９】
　前記印は、前記様々な向きの印であり、
　前記方法は、複数の向きの値を提供することを更に含み、
　前記複数の向きの値のそれぞれは、前記複数の領域のそれぞれの領域に印刷されること
になる前記印の向きに対応する請求項１７又は１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記複数の向きの値を提供することは、前記複数の向きの値をランダムに生成すること
を含む請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記複数の向きの値を提供することは、前記複数の向きの値を手動で生成することを含
む請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記複数の向きの値のそれぞれは、前記印の最初の位置に対する０度、９０度、１８０
度又は２７０度の回転に対応する請求項１９乃至２１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記複数の領域のそれぞれに前記印を設けることは、前記印を、前記複数の領域のそれ
ぞれの前記向きの値に対応する向きで前記テキスタイルウェブ上に印刷することを含む請
求項１９乃至２２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記印は、方向を指す印を含む請求項１９乃至２３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２５】
　前記印は、矢印を含む請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記印は、様々な位置の印であり、
　前記方法は、複数の位置の値を提供することを更に含み、
　前記複数の位置の値のそれぞれは、前記複数の領域のそれぞれの領域に印刷されること
になる前記印の位置に対応する請求項１７又は１８に記載の方法。
【請求項２７】
　前記複数の位置の値を提供することは、前記複数の位置の値をランダムに生成すること
を含む請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記複数の位置の値を提供することは、前記複数の位置の値を手動で生成することを含
む請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　前記複数の位置の値のそれぞれは、前記複数の領域のそれぞれの隅部に対応する請求項
２６乃至２８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３０】
　前記複数の領域のそれぞれに前記印を設けることは、前記印を、前記複数の領域のそれ
ぞれの前記位置の値に対応する位置で前記テキスタイルウェブ上に印刷することを含む請
求項２６乃至２９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３１】
　請求項１７乃至３０のいずれか一項に記載の方法により作製されたモジュラータイルで
あって、
　前記モジュラータイルのそれぞれは、前記モジュラータイルの設置方向を示す印を含み
、それぞれのモジュラータイルの前記印を同様に並べて前記モジュラータイルが設置され
ることにより、前記設置されたモジュラータイルは、互いに様々な向きになることを特徴
とするモジュラータイル。
【請求項３２】
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　モジュラータイルを作製する方法であって、
　縦方向を有し裏地を含むテキスタイルウェブの前記裏地が前記テキスタイルウェブの前
記縦方向に対して様々な向きの印又は前記裏地の上の様々な位置の印を含む前記テキスタ
イルウェブからモジュラータイルを切り取ること、
を含み、
　前記印を同様に並べて前記モジュラータイルが縁部と縁部とを合わせて置かれることに
より、前記モジュラータイルは、互いに様々な向きになることを特徴とする方法。
【請求項３３】
　請求項３２に記載の方法により作製されたモジュラータイルであって、
　前記モジュラータイルのそれぞれは、縁部と縁部を合わせて前記モジュラータイルを置
くために前記印を含み、前記印を同様に並べて前記モジュラータイルが縁部と縁部を合わ
せて置かれることにより、前記モジュラータイルは、互いに様々な向きになることを特徴
とするモジュラータイル。
【請求項３４】
　モジュラータイルを作製する方法であって、
　縦方向を有し裏地を含むテキスタイルウェブを、前記テキスタイルウェブから切り取ら
れることになるモジュラータイルを画定する複数の切取りフレームに分割すること、
　前記複数の切取りフレームのそれぞれの切取りフレームに印を印刷するために、前記テ
キスタイルウェブの前記縦方向に対して印刷されることになる前記印の向きに対応する向
きの値、又は前記切取りフレーム内に印刷されることになる前記印の位置に対応する位置
の値を生成すること、
　前記複数の切取りフレームのそれぞれの切取りフレームにおいて前記テキスタイルウェ
ブの前記裏地に前記印を印刷すること、及び
　前記テキスタイルウェブから、前記複数の切取りフレームにより画定された前記モジュ
ラータイルを切り取ること、
を含み、
　前記印を同様に並べて前記モジュラータイルが縁部と縁部を合わせて配置されることに
より、前記配置されたモジュラータイルは、互いに様々な向きになることを特徴とする方
法。
【請求項３５】
　請求項３４に記載の方法により作製されたモジュラータイルであって、
　前記モジュラータイルのそれぞれは、縁部と縁部を合わせて前記モジュラータイルを配
置するために前記印を含み、前記印を同様に並べて前記モジュラータイルが縁部と縁部を
合わせて配置されることにより、前記配置されたモジュラータイルは、互いに様々な向き
になることを特徴とするモジュラータイル。
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